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秋
こんな薬剤師・薬局はいらない！！！

都
会
の
カ
ラ
ス

　
薬
剤
師
に
な
り
、本
来
の
薬
剤
師
業
務
に
つ

い
た
の
は
３０
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
で
あ
る
。父
は

医
療
業
界
と
全
く
無
縁
の
農
家
出
身
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
で
あ
り
、家
族
か
ら
半
ば
強
引
な
了

解
を
取
り
付
け
て
薬
局
を
開
設
し
た
。

　
広
島
県
の
下
駄
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
松
永
で
生

ま
れ
、大
阪
の
松
屋
町
で
小
学
校
時
代
を
過

ご
し
、そ
の
後
は
尼
崎
そ
し
て
野
田
阪
神（
大

阪
）と
、父
の
転
勤
で
１０
年
以
上
同
じ
土
地
に

住
ん
だ
こ
と
が
な
い
関
西
系
の
小
生
に
と
っ

て
は
、東
京
永
住
に
は
勇
気
が
い
る
。戦
後
の

高
度
成
長
期
で
あ
っ
た
昭
和
の
時
代
、父
は
仕

事
に
明
け
暮
れ
正
月
も
3
日
か
ら
仕
事
を
し

て
い
た
。こ
ん
な
状
況
で
あ
っ
た
の
で
、学
校

の
休
み
に
は
必
ず
松
永
に
里
帰
り
し
、自
然
を

相
手
に
遊
び
ほ
う
け
て
い
た
。5
分
も
歩
け
ば

川
が
あ
り
、15
分
か
け
れ
ば
海
に
た
ど
り
着

く
。鮒
や
手
長
エ
ビ
、潮
干
狩
り
に
カ
ブ
ト
ガ

ニ
、ど
こ
で
も
泳
げ
る
し
昆
虫
も
い
る
。こ
ん

な
自
然
の
中
で
幼
少
期
を
過
ご
せ
ば
、都
会

の
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
躊
躇
す
る
の
は
否
め
な
か
っ

た
。し
か
し
、転
々
と
居
を
移
し
た
経
験
か

ら
、子
孫
に
友
人
と
別
れ
て
い
く
辛
さ
を
味
あ

わ
せ
た
く
な
か
っ
た
。30
代
の
こ
ろ
の
決
断
と

そ
の
時
に
考
え
た
将
来
像
が
、医
薬
分
業
の

波
に
乗
れ
た
お
蔭
で
、今
や
あ
る
処
ま
で
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
の
波
も
砕
け
散
ろ
う
と
し
て
い
る
。数
年

前
ま
で
、自
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
菜
園
で
ト
マ
ト
を

栽
培
し
て
い
た
。野
菜
の
収
穫
時
期
が
近
付

く
と
、今
ま
で
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
都
会
の

カ
ラ
ス
た
ち
が
襲
来
し
て
く
る
。初
め
は
、食

べ
ご
ろ
に
な
っ
た
ト
マ
ト
を
突
っつ
く
。そ
の
う

ち
、も
う
少
し
青
い
や
つ
か
ら
真
っ
青
な
実
ま

で
蹴
散
ら
か
す
。そ
こ
に
得
る
も
の
は
何
も
な

い
。そ
れ
で
栽
培
す
る
の
が
嫌
に
な
っ
た
。何

や
ら
、医
薬
分
業
の
出
店
攻
勢
と
似
て
い
る

気
が
し
て
な
ら
な
い
。

公益社団法人　日本薬剤師会
常務理事 永田泰造

風力
計

医薬分業バッシングが止まらない。多くの薬局では患者のためにと薬剤師の業務を行っているにもかかわらず、患者の声
としてあがってくる分業に対する不満。
患者や、他職種からあがってくる医薬分業に対する批判は、薬剤師としての職務を放棄している薬剤師・薬局が多数あるの
ではないかと思わせるほどです。実際にはごく一部のダメ薬局による行為でも、表に声としてあがってくれば薬局の全て
が、そして医薬分業という仕組みがダメだと語られてしまいます。皆さんの周りにはこんな薬剤師はいませんか？

ダメ3  コソコソ疑義照会をする薬剤師
　薬局での重要な業務である疑義
照会。医薬分業の柱とも言える業務
です。
　“医師に遠慮して患者から見えな
い場所で電話をする”という話を耳
にすることがありますが、全てを患
者から隠しコソコソと行う必要は

ありません。患者に医師と薬剤師がやりとりをする姿を見せてこそ、
疑義照会の意味を、そして医薬分業の重要性を、理解して頂けるので
す。
　また、患者の質問や、訴えに対して「先生がそういっているなら、そ
うなんでしょう」という対応は、「この薬剤師は誰を見て仕事をしてい
るのだろう？」と思わせてしまいます。薬剤師として、患者の訴えをど
う判断し、どう応えるのかはとても重要です。
　医師の言ったことをそのまま伝え、薬を渡すだけであればそこに薬
剤師が介在する意味はありません。

ダメ4  患者のお薬手帳を確認しない薬剤師
　患者がお薬手帳を持っているかど
うか確認すらしない薬局が実際にあ
ると報告されています。確認をする
ことなく、薬と一緒にシールを袋に
入れて渡してしまう。これでは全く
手帳の意味がありません。
　東日本大震災を契機にお薬手帳
の有用性が社会に認められ、調剤報酬で評価されているにもかかわら
ず、そのような行為を行ってしまう薬剤師は、調剤報酬ドロボーと言
われても仕方がありません。
　一度でもそのような対応を経験した患者は、その後、他の薬局でどれ
だけお薬手帳の重要性を説かれても耳を傾けてはくれないでしょう。
　この他にも、お薬手帳の制度を説明する際に「お薬手帳を持つこと
が義務化された」などと説明をした薬剤師がいることも苦情として寄
せられています。お薬手帳の有用性と利用方法を正しく患者に説明し
てこそ、手帳が活用され、本来の役割を発揮するのです。

藤
井
基
之
参
議
院
議
員

次
期
組
織
内
候
補
に
決
定
！！

ダメ2  処方せんがないと入れない薬局
　処方箋の調剤
だけを行い、一般
用医薬品を扱っ
ていない薬局が
増えています。薬
局 薬 剤 師 は、セ
ルフメディケー
ションを推進するため、一般用医薬品の供給と適正
使用の推進に積極的に取り組むことが求められてい
ます。
　平成23年度に行われた患者調査で、薬局が一般用
医薬品の供給・相談応需の場であるイメージが薄れ
つつあることが浮き彫りとなりました。この状況は
薬局薬剤師職能の危機といえるでしょう。薬局はこ
れからセルフメディケーションの拠点とならなけれ
ばなりません。

ダメ1  ジェネリック医薬品の説明をしない薬局
　中医協の調査によると、11％の患
者が、薬局でジェネリック医薬品に
ついて説明を受けたことが “ない” 
と回答し、15％の薬局が情報提供文
書を交付する際に “口頭では説明
していない” と回答しています。
　70%以上の患者が「ジェネリック

医薬品を積極的に調剤している薬局が近くにある場合その薬局を利
用したい」と回答しているということは、薬局がその情報提供場所と
して役割を果たすべきであることを示しています。
　「あの薬局ではジェネリックの説明を聞いたことがない」「在庫がな
いから、とジェネリックの調剤を断られた」などと言われることがな
いよう、患者への情報提供を行うことが求められます。そして、メー
カーの選定に当たっては経済的なインセンティブのみにとらわれる
ことなく、医療人としての視点で患者のために選定を行う必要がある
ことは言うまでもないでしょう。 詳細3面



「
薬
事
法
」の
名
前
が
無
く
な
る
？

医
療
機
器
、再
生
医
療
で
薬
事
法
改
正
案
国
会
審
議
へ
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10
月
15
日
、
開
会
さ
れ
た
臨
時
国
会
に
、
薬

事
法
の
改
正
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
薬
事
法

の
改
正
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

問
題
に
関
連
し
て
、
一
般
用
医
薬
品
の
販
売
に

関
す
る
新
た
な
ル
ー
ル
作
り
に
関
す
る
議
論
が

進
め
ら
れ
、
薬
事
法
改
正
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
　
　

　
そ
の
一
方
、
第
1
8
3
回
通
常
国
会
に
、

医
療
機
器
及
び
再
生
医
療
等
製
品
に
係
る
薬
事

法
の
改
正
案
が
提
出
さ
れ
て
い
た
が
、
継
続
審

議
と
な
り
、
こ
の
臨
時
国
会
で
改
め
て
審
議
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
改
正
案
で
は
「
薬
事
法
」

の
名
称
が
、「
医
薬
品
及
び
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
等
の
確
保
に
関
す
る

法
律
」
と
改
称
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
薬
事
法
名
の
改
称
が
提
案
さ
れ
た
理
由
は
、

M
R
I
な
ど
、
近
年
の
M
E
機
器
等
医
療
機

器
の
進
歩
が
著
し
い
こ
と
に
加
え
、
医
療
機
器

に
は
そ
の
維
持
管
理
、
修
理
、
賃
貸
な
ど
医
薬

品
等
と
は
異
な
る
業
種
が
関
与
し
て
お
り
、
医

療
機
器
に
関
す
る
規
定
を
独
立
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
改
正
案
で
は
、
再
生
医
療
等
製
品
に
係
る
規

定
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
薬
事
法
が
「
薬
」

に
留
ま
ら
ず
、
広
汎
な
医
療
関
連
品
を
所
管
す

る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
も
、
理
由
と
し
て
挙
げ

ら
れ
よ
う
。

　
今
回
の
薬
事
法
改
正
案
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
医
療
機
器
関
係
の
改
正

　
ま
ず
、
改
正
案
で
は
、
医
療
機
器
と
体
外
診

断
用
医
薬
品
の
製
造
販
売
承
認
、
許
可
等
の
規

定
を
医
薬
品
等
か
ら
分
離
し
て
独
立
の
章
立
て

を
し
て
い
る
。（
体
外
診
断
用
医
薬
品
は
、
こ

れ
ま
で
通
り
、「
医
薬
品
」
に
含
め
て
い
る
が
、

そ
の
承
認
、
許
可
に
つ
い
て
は
医
療
機
器
に
準

じ
た
扱
い
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
）。

　
我
が
国
は
M
E
機
器
な
ど
、
優
れ
た
医
療

機
器
の
製
造
、
開
発
技
術
を
持
ち
な
が
ら
、
国

際
競
争
力
が
弱
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
た
め
、
多
様
な
医
療
機
器
が
開
発
さ
れ
、

か
つ
短
い
サ
イ
ク
ル
で
改
良
、
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
民

間
の
第
三
者
機
関
（
登
録
認
証
機
関
）
に
よ
る

認
証
を
高
度
管
理
医
療
機
器
に
も
拡
大
し
、
承

認
期
間
の
短
縮
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
M
R
I
な
ど
で
撮
影
さ
れ
た
画
像
デ
ー

タ
の
処
理
や
保
存
、
表
示
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
医
療
機
器
の
範
囲
に
取
り
込
む
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
他
、
医
療
機
器
製
造
業
の
許
可

制
を
届
出
制
に
す
る
。

②
再
生
医
療
等
製
品
関
係
の
改
正

　
i
P
S
細
胞
等
に
よ
る
組
織
や
臓
器
の
再

生
医
療
は
、
医
療
機
関
で
独
自
に
再
生
医
療
の

治
療
や
臨
床
研
究
を
行
う
場
合
と
、
企
業
、
研

究
所
な
ど
が
i
P
S
細
胞
等
を
用
い
て
培
養
・

加
工
し
、「
再
生
医
療
製
品
」
と
し
て
医
療
機

関
に
提
供
、
こ
れ
を
用
い
て
移
植
手
術
が
行
わ

れ
る
場
合
と
が
あ
る
。
薬
事
法
で
対
象
と
す
る

の
は
、
後
者
の
「
再
生
医
療
等
製
品
」
に
つ
い

て
の
規
制
で
あ
る
。
な
お
、
前
者
の
医
療
機
関

に
お
け
る
再
生
医
療
に
つ
い
て
は
、
別
途
「
再

生
医
療
の
安
全
性
等
の
確
保
に
関
す
る
法
律

案
」
が
上
程
さ
れ
て
い
る
。

　
再
生
医
療
等
製
品
と
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ

れ
て
い
る
。

●�

人
の
細
胞
に
培
養
等
の
加
工
を
施
し
た
も
の

で
あ
っ
て
、
①
身
体
の
構
造
・
機
能
の
再
建
・

修
復
・
形
成
や
、
②
疾
病
の
治
療
・
予
防
を
目

的
と
し
て
使
用
す
る
も
の

●�

遺
伝
子
治
療
を
目
的
と
し
て
、
人
の
細
胞
に

導
入
し
て
使
用
す
る
も
の

　
基
本
的
に
は
、
再
生
医
療
等
製
品
に
つ
い
て

は
、
医
薬
品
と
同
様
の
製
造
販
売
承
認
、
製
造

販
売
許
可
、
製
造
許
可
等
の
制
度
が
採
ら
れ
て

い
る
。
再
生
医
療
等
製
品
は
、
品
質
的
に
不
均

一
に
な
る
可
能
性
が
高
く
、
有
効
性
も
異
な
っ

て
く
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
」
と
い
う
点

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
改
正
案
で
は
、「
国
民
の

生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ

れ
が
あ
る
疾
病
の
ま
ん
延
そ
の
他
の
健
康
被
害

の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
に
使
用
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
な
医
療
機
器
又
は
体
外
診
断
用
医

薬
品
」
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
有
効
性
が

推
定
さ
れ
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
条
件

及
び
期
限
付
き
で
承
認
す
る
、
と
い
う
「
特
例

承
認
」
の
仕
組
み
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

③
そ
の
他

　
医
薬
品
等
関
連
事
業
者
等
の
責
務
規
定
及
び

医
師
、
薬
剤
師
等
医
薬
関
係
者
の
責
務
規
定
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
の
他
、
安
全
対
策
と
し
て
、
医
薬

品
、
医
療
機
器
等
の
添
付
文
書
を
届
出
制
（
現

在
は
、
製
造
販
売
業
者
が
自
主
的
に
作
成
す
る

も
の
と
の
位
置
づ
け
）
と
さ
れ
て
い
る
。

公益社団法人日本薬剤師会

常務理事　藤原　英憲（ルール策定作業グループ委員）

　一般用医薬品のインターネット販売に関し、日本
再興戦略（平成25年6月14日閣議決定）で、「一般
用医薬品については、インターネット販売を認める
こととする。その際、消費者の安全性を確保しつつ、
適切なルールの下で行うこととする。」とされた。こ
れを受けて、一般用医薬品のインターネット販売等
の具体的なルールや関連する対面販売のルール、偽
造医薬品対策の具体的な内容について検討するた
め、本年8月に厚生労働省では、作業グループが設
置された。作業グループは14名の委員により、8月
15日〜9月20日まで合計4回開催され、各販売方
法ごとのルールについて、消費者の安全性の確保の
観点から、それぞれの特性を踏まえつつ議論を行っ
てきた。
　一方、スイッチOTC直後医薬品及び劇薬指定医
薬品の28品目について、医学・薬学の専門家6名に
より、医薬品の特性や安全性の面からの検討が行わ
れている。
　一般用医薬品の販売ルール策定作業グループに
おいては、インターネットによる次の具体的な販売
ルールの論点にしぼり検討されたので報告する。

1.�店舗における専門家の関与のもとでの販
売するためのルール

　◆�安心・信頼できる店舗において販売されること
を基本に、店舗の定義や構造設備の明確化、店
舗の開店時間とネットの販売時間の在り方、許
可証等の掲示や表示、店舗に貯蔵・陳列をして
いるものを販売することや店舗の正式名称と
通称名称の在り方、個人情報保護法等の遵守に

ついて検討された。
　◆�必要な資質・知識を持った専門家の関与のもと

に販売されるための措置としては、一般用医薬
品の販売は、薬局・薬店の許可を取得した店舗
が行うこと。その上で、販売時の専門家の常駐、
専門家数の基準、専門家の氏名等の掲示・表示、
販売時の専門家の氏名等の伝達、管理業務及び
担当する専門家の明確化、従業者に対する研修
等の実施の措置の実施が検討された。

2.�専門家による的確な確認・情報提供等の
ルール

　◆�専門家による的確な確認・情報提供等が行われる
ためのルールとして、第1類医薬品販売の流れや
第2類・第3類医薬品の販売の流れが示された。

　◆�日本薬剤師会として特にこだわった第1類医
薬品販売時における薬剤師の関与については、
専門家と購入者とのやり取りが必要という意
見を述べ、作業グループのほとんどの委員から
支持された。

　◆�第1類医薬品の販売時における情報提供の免
除要件の明確化や指定第2類医薬品販売時に
おける特に注意すべき点への対応について検
討された。

　◆�製品発送前の相談応需、購入者への専門家の氏
名等の伝達や販売後も含めた的確なタイミン
グでの相談応需、対面、電話等による対応体制
の整備、注文のみ受け付ける時間の表示や時間
外対応に関する表示の義務付けが検討された。

　◆�大量、頻回購入等の防止のために医薬品によっ

ては販売個数制限などの措置も検討された他
に、使用期限切れの医薬品の販売禁止やオーク
ション形式での販売の禁止なども議論された。

　◆�インターネット販売においては、安全対策と薬
事監視の実効性の確保の観点から、販売記録の
作成やインターネットモール販売事業者への
情報提供など協力体制も努めることについて
も検討された。

　◆�医薬品の陳列、表示等を適切に行わせるため
に、リスク区分の表示や店舗において義務付け
されている掲示や表示についても販売サイト
に表示することになり、また誇大広告等の制限
についても検討された。

　◆�インターネット販売により懸念される偽サイ
ト、偽造医薬品への対応としてはインターネッ
ト販売の届け出や販売サイトの公表などとと
もに、国内、国外サイトの監視の強化を行うこ
とや輸入通関時に特に注意が必要な医薬品リ
ストへの収載促進を行うことも検討された。

　◆�厚労省HPにおいて適法な販売サイトであるこ
との確認できる等などの国民への周知や啓発
を強化していくことも検討されている。

　策定作業グループは山本隆一先生（東京大学大学
院　準教授）の座長のもと、4回にわたった検討は、
インターネットを利用することにより、便利で簡単
に購入できることを可能にすることを主張する委
員と一般用医薬品販売に当たって、安全・安心をど
のように担保していくかを主張する委員との間で
議論がなされる中で、生活者や情報技術の専門家等
からの意見や薬事法を監視する立場の方の意見も
取り入れながらルールづくりが進められてきた。
　この作業グループで、再三批判された一部の薬
局・薬店の店頭での一般用医薬品販売の現状につい
ては、薬業界全体で改善し、専門家による対面の良
さを生活者に認識してもらえるような取組みが喫
緊の課題であると思っている。

一般用医薬品の販売ルール策定作業グループについて
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さ
る
八
月
二
十
九
日
（
木
）、
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
（
東
京
•
千
代
田
区
）

に
お
い
て
、
薬
剤
師
地
方
議
員
意
見
交
換
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　
第
3
回
目
と
な
る
今
回
。
日
本
薬
剤
師
連
盟

児
玉
孝
会
長
は
、
開
会
の
挨
拶
で
『
こ
れ
か
ら

の
日
本
が
目
指
す
医
療
は
、
国
民
の
自
助
を
基

本
と
し
つ
つ
、
共
助
（
＝
社
会
保
険
制
度
）
が

自
助
を
支
え
る
こ
と
だ
。
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
医

療
職
種
団
体
が
あ
り
、
多
職
種
連
携
の
重
要
性

が
云
わ
れ
て
い
る
が
、
連
携
が
と
れ
な
い
と
一

番
困
惑
し
て
し
ま
う
の
は
国
民
。
地
域
医
療
の

中
で
、
薬
剤
師
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
っ
て

活
動
す
る
こ
と
で
、
我
々
薬
剤
師
が
、
真
に
貢

献
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
意

味
に
お
い
て
も
、
薬
事
行
政
と
の
関
わ
り
を
十

分
に
理
解
し
て
い
る
地
方
議
員
の
皆
さ
ん
と
、

密
に
連
携
を
と
っ
て
い
き
た
い
』
と
の
願
い
が

語
ら
れ
た
。

　
続
い
て
、
藤
井
基
之
参
議
院
議
員
、
と
か
し

き
な
お
み
衆
議
院
議
員
、
松
本
純
衆
議
院
議
員

（
秘
書
代
理
）
の
挨
拶
。
藤
井
議
員
は
、
昨
年

末
と
今
夏
の
国
政
選
挙
に
お
け
る
各
々
の
協
力

　
平
成
25
年
10
月
2
日
（
水
）、
東
京
會
館
に

お
い
て
、
平
成
25
年
度
臨
時
評
議
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　
冒
頭
、
児
玉
孝
日
本
薬
剤
師
連
盟
会
長
、
松

本
純
、
藤
井
基
之
両
薬
剤
師
国
会
議
員
に
続

き
、
今
夏
の
参
議
院
選
挙
に
お
い
て
日
薬
連
盟

が
推
薦
し
た
、
衛
藤
晟
一
参
議
院
議
員
（
秘
書

の
北
村
氏
が
代
読
）、
木
村
隆
次
氏
よ
り
御
礼

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
会
議
が
始
ま
っ
た
。

　
報
告
の
議
題
は
、
平
成
24
年
度
会
務
並
び
に

事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
、
参
議
院
通
常
選

挙
総
括
報
告
の
3
件
。
質
疑
応
答
の
後
、
採
決

の
結
果
、
報
告
議
題
は
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ

た
が
、
全
国
か
ら
参
集
し
た
各
都
道
府
県
薬
剤

師
連
盟
の
代
表
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
は
、
真

剣
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
例
え
ば
、
今
夏
の
参
議
院
選
挙
に
お
い
て
、

日
薬
連
盟
は
、
組
織
内
候
補
者
の
擁
立
を
み
お

く
る
こ
と
と
し
、
現
職
の
衛
藤
晟
一
参
議
院
議

員
を
重
点
・
推
薦
候
補
者
、
介
護
支
援
専
門
員

協
会
の
代
表
者
で
あ
る
木
村
隆
次
氏
（
薬
剤

師
）
を
推
薦
候
補
者
と
し
て
支
援
を
行
っ
た
。

結
果
、
衛
藤
参
議
院
議
員
は
当
選
を
果
た
し
た

が
、
木
村
氏
は
落
選
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ

体
制
に
感
謝
を
述
べ
、
薬
系
国
会
議
員
が
少
な

い
こ
と
で
、
薬
剤
師
議
員
が
国
に
求
め
ら
れ
る

こ
と
は
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
だ
け
薬
剤
師
に

対
す
る
期
待
は
元
来
大
き
い
と
出
席
者
に
エ
ー

ル
を
送
ら
れ
た
。
ま
た
、
と
か
し
き
議
員
は
、

厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
と
し
て
の
立
場
か
ら
、

国
と
地
方
の
政
策
が
う
ま
く
か
み
合
っ
て
い
な

い
か
も
し
れ
な
い
と
危
惧
。
薬
剤
師
の
職
能
拡

大
、
地
位
向
上
の
た
め
に
は
、
政
治
力
の
介
入

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
、
地
方
か

ら
の
情
報
提
供
•
提
案
を
呼
び
か
け
る
と
と

も
に
、
自
身
の
惜
し
み
な
い
尽
力
を
約
束
さ
れ

た
。

　
当
日
は
、
全
国
49
名
の
薬
剤
師
議
員
の
う
ち

25
名
が
出
席
。
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
一
人
ひ
と
り

に
よ
る
、
地
元
の
紹
介
、
日
頃
の
政
治
活
動
、

そ
れ
に
対
す
る
薬
剤
師
議
員
と
し
て
の
誇
り
、

責
任
、
思
い
が
語
ら
れ
た
。
具
体
的
な
意
見
と

し
て
、
昨
年
に
引
き
続
き

●�

学
校
薬
剤
師
の
報
酬
が
地
方
交
付
税
の
算
定

基
準
に
達
し
て
い
な
い
現
状
に
つ
い
て
は
、

複
数
の
議
員
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
個
別
の
意
見
と
し
て
、

た
。
某
県
の
評
議
員
か
ら
は
「
外
部
の
者
か
ら

は
、
薬
剤
師
会
は
、
薬
剤
師
を
当
選
さ
せ
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
」、「
健

闘
し
た
、
と
い
う
言
葉
で
決
し
て
終
わ
ら
せ
て

ほ
し
く
な
い
」
と
言
及
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連

盟
執
行
部
は
「
候
補
者
選
定
が
遅
れ
た
」、「
2

名
の
候
補
者
を
推
薦
し
た
こ
と
」
が
会
員
等
に

戸
惑
い
を
与
え
て
、
結
果
と
し
て
、
1
名
の
み

の
当
選
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
率
直
に
反
省
し
、

次
回
の
選
挙
に
備
え
た
い
と
回
答
さ
れ
た
。
ま

た
、
冒
頭
の
藤
井
議
員
の
挨
拶
で
は
、
今
回
の

選
挙
は
、
自
民
党
の
圧
勝
で
あ
り
、
医
療
職
種

で
あ
る
、
医
師
•
歯
科
医
師
•
看
護
師
の

議
席
は
増
え
た
が
薬
剤
師
議
員
は
増
え
な
か
っ

た
。
相
対
的
に
我
々
の
力
は
減
っ
た
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
と
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
某
評
議
員
か
ら
は
、
東
京
都
、
神

奈
川
の
休
会
•
脱
退
問
題
と
都
道
府
県
責
任

負
担
金
問
題
に
触
れ
て
組
織
に
問
題
が
あ
る
と

述
べ
ら
れ
て
い
た
。
選
挙
は
、
我
々
の
普
段
の

団
結
力
（
組
織
力
）
を
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
と
痛
切
に
感
じ
る
言
葉
で
あ
っ
た
。

　
次
に
、
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
議
案
1
号

会
員
区
分
及
び
負
担
金
に
関
す
る
規
則
の
一
部

改
正
の
件
、
議
案
2
号
平
成
25
年
度
収
支
補
正

予
算
の
件
、
議
案
3
号
時
期
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
対
応
の
件
に
つ
い
て
も
、
充
分
な
質
疑
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
た
。

　
議
案
の
質
疑
で
は
、
評
議
員
よ
り
、
今
回
の

負
担
金
規
則
の
改
正
議
案
は
大
都
市
が
優
先
さ

れ
て
い
る
「
責
任
負
担
金
納
入
の
た
め
に
努
力

を
し
て
い
る
。
日
薬
連
盟
に
負
担
金
を
納
入
す

る
と
県
レ
ベ
ル
で
の
活
動
が
出
来
な
い
、
む
し

ろ
助
成
し
て
ほ
し
い
」
と
の
切
実
な
意
見
も
寄

●�

井
戸
水
を
飲
料
水
と
し
て
使
用
し
て
い
る
地

区
に
お
け
る
薬
剤
師
の
立
場
と
し
て
の
水
質

検
査
の
重
要
性

●�

学
校
が
検
査
前
だ
け
水
栓
を
長
時
間
開
い
て

い
た
た
め
、
正
常
な
検
査
値
と
し
て
長
年
把

握
で
き
ず
、
水
の
味
が
い
つ
も
一
定
し
て

い
な
い
と
い
う
声
を
学
校
薬
剤
師
が
拾
い
あ

げ
、
行
政
の
立
場
か
ら
踏
み
込
ん
だ
検
査
が

行
わ
れ
、
水
道
管
と
り
か
え
に
な
っ
た
事
例

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
身
近
な
話
題
に
、

参
加
者
は
大
変
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　
意
見
交
換
の
後
、
日
本
薬
剤
師
連
盟
小
田
利

郎
幹
事
長
か
ら
は
、
日
本
薬
剤
師
会
と
日
本
薬

剤
師
連
盟
の
現
状
報
告
並
び
に
当
面
の
政
治
的

課
題
と
し
て
、
一
般
用
医
薬
品
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
問
題
や
医
薬
分
業
に
対
す
る
様
々

な
バ
ッ
シ
ン
グ
の
中
で
、
次
年
度
調
剤
報
酬
の

確
保
、
混
合
診
療
の
問
題
な
ど
様
々
な
こ
と
が

語
ら
れ
、
こ
う
い
っ
た
問
題
に
対
応
し
て
い
く

た
め
、
政
治
力
は
改
め
て
重
要
で
あ
る
と
訴
え

た
。

　
今
回
こ
の
会
に
初
め
て
出
席
し
た
と
い
う
あ

る
女
性
議
員
は
、
地
方
議
員
同
士
の
横
の
つ
な

が
り
、
国
会
議
員
と
の
縦
の
つ
な
が
り
が
出
来

る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
く
、
改
め
て
『
ひ
と
り

の
薬
剤
師
と
し
て
、
そ
し
て
一
議
員
と
し
て
』

振
り
返
る
よ
い
機
会
だ
っ
た
と
感
慨
深
く
話
さ

れ
た
。
　
　

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
医
薬
品
販
売
問
題
に
し
て

も
、
分
業
バ
ッ
シ
ン
グ
に
し
て
も
、
ひ
と
り
で

は
戦
え
な
い
。『
薬
剤
師
は
、
薬
を
袋
詰
め
し

せ
ら
れ
、
児
玉
会
長
は
、「
苦
し
い
の
は
大
都

市
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
は
充
分
に
理
解
し
て

い
る
の
で
、
引
き
続
き
負
担
金
等
問
題
は
、
組

織
強
化
と
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
」
と
回
答

さ
れ
た
。

　
組
織
が
一
枚
岩
と
な
っ
て
政
治
活
動
、
選
挙

運
動
を
戦
っ
て
い
く
こ
と
は
、
本
当
に
難
し

い
。
我
々
一
人
ひ
と
り
も
、
生
活
に
直
結
す
る

調
剤
報
酬
、
そ
し
て
薬
剤
師
の
職
能
の
向
上
に

は
政
治
力
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
し
っ

か
り
と
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
最
後
に
、
議
案
3
号
と
し
て
日
薬
連
盟
は
、

平
成
28
年
7
月
に
予
定
さ
れ
る
、
次
期
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
に
お
け
る
組
織
内
推
薦
候
補
を

藤
井
基
之
参
議
院
議
員
と
決
定
し
、
万
全
を
期

す
こ
と
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
日
薬
連

盟
は
こ
れ
か
ら
も
、
責
任
負
担
金
や
組
織
強
化

の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
が
、
薬
剤
師
の
将

来
を
真
剣
に
考
え
、
い
ま
何
を
す
べ
き
か
を
考

え
、
藤
井
基
之
参
議
院
議
員
に
対
し
、
さ
ら
な

る
応
援
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

た
。

て
い
る
だ
け
』
と
言
わ
れ
る
の
は
、
私
は
本
当

に
悔
し
く
、
悲
し
い
。
し
か
し
、
ひ
と
り
で
反

論
し
た
と
こ
ろ
で
、
声
は
か
き
消
さ
れ
て
し
ま

う
だ
ろ
う
。

　
薬
剤
師
と
し
て
も
う
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が

あ
る
と
し
た
ら
、
政
治
に
関
心
を
も
つ
こ
と

だ
。

　
こ
の
P
O
W
E
R 

を
読
ん
で
い
る
人
は
、

も
う
気
づ
い
て
い
る
人
で
あ
る
と
思
う
。
気
づ

い
て
い
な
い
人
に
、
気
づ
か
せ
て
あ
げ
る
こ
と

も
、
一
人
ひ
と
り
の
使
命
で
あ
る
、
と
私
は
考

え
る
。

①「�
薬
剤
師
地
方
議
員�

意
見
交
換
会
」

②「
平
成
25
年
度
臨
時
評
議
員
会
」

今
号
は
9
月
・
10
月
に
行
わ
れ
た
各
種
会
合
に
出
席
し
た
の
で
、そ
の
報
告
を
し
ま
す
。

ぬ
く
い
レ
ポ
ー
ト
こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
昨
年
の
4
月
に
本
連
盟
に
入
会
し
た
抜
井
委
員
に
よ
る
、

会
員
目
線
と
し
て
の
本
連
盟
の
活
動
報
告
を
行
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

三好　昇
●北海道
江別市長

武　昭一
●鹿児島
鹿児島県議会議員

北川　嘉明
●兵　庫
太子町長

村木　理英
●岡　山
総社市議会議員

辻　淳子
●大　阪
大阪市議会議員

川上　哲也
●岐　阜
岐阜県議会議員

小沢　美佳
●千　葉
市原市議会議員

小島　衛
●福　島
福島市議会議員

平間　知一
●宮　城
白石市議会議員

上原　貢
●広　島
府中町議会議員

平野　一夫
●和歌山
高野町議会議員

河本　光宏
●大　阪
茨木市議会議員

山下　治夫
●愛　知
美浜町長

山本　佳昭
●東　京
青梅市議会議員

大島　正芳
●群　馬
太田市議会議員

山口　桂子
●山　形
天童市議会議員

北市　勲
●北海道
赤平市議会議員

山田　秀夫
●大　分
豊後高田市議会議員

小峰　和美
●東　京
西東京市議会議員

川神　裕司
●島　根
浜田市議会議員

清水　祐子
●京　都
京都市議会議員

富口潤之輔
●愛　知
名古屋市議会議員

星野伊久雄
●千　葉
市原市議会議員

庄司喜與太
●山　形
大石田町長

西谷　洌
●青　森
青森県議会議員

出席した薬剤師
首長・地方議員
紹　介
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平
成
24
年
春
、日
本
薬
剤
師
連
盟
の
体

制
が
一
部
変
更
に
な
り
、広
報
委
員
会
が

発
足
。そ
し
て
、早
く
も
1
年
6
カ
月
が
経

過
し
た
。

　
そ
の
間
、私
た
ち
広
報
員
会
は
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
て
い
る
。ど
の
よ
う
に
し

た
ら
日
薬
連
盟
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、連
盟
の
活
動
の
必
要
性
を
理
解
し
て

い
た
だ
き
、連
盟
の
活
動
に
協
力
い
た
だ

き
、連
盟
の
活
動
に
参
加
い
た
だ
け
る
か
、

を
。

　「
日
薬
連
盟
だ
よ
り
」
は
年
間
6
回
か
ら

『
P
O
W
E
R
！
』
の
副
題
を
付
し
て
4

回
の
発
行
と
な
っ
た
。「
日
薬
連
盟
だ
よ

り
・
P
O
W
E
R
！
」
7
月
20
日
に
発
行

し
た
夏
号
で
は
、「
薬
剤
師
は
悪
魔
の
手
先

か
!?
」、そ
し
て
今
お
届
け
し
た
こ
の
秋
号

で
は
、「
こ
ん
な
薬
局
・
薬
剤
師
は
い
ら
な

い
！
」
と
、少
々
過
激
か
と
思
え
る
文
字
が

躍
っ
た
。

　
こ
の
記
事
を
見
て
、読
ん
で
、声
が
欲
し

い
！
　
全
国
の
薬
剤
師
か
ら
お
叱
り
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。激
励
を
い
た
だ
け
る

か
も
し
れ
な
い
。そ
れ
も
、こ
れ
も
、全
て

受
け
止
め
る
。

　
日
薬
連
盟
の
活
動
・
必
要
性
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、活
動
に
協
力
・
参
加
い
た
だ
き

た
い
か
ら
。

　
さ
て
、3
年
後
の
参
議
院
議
員
選
挙
に

お
け
る
組
織
内
候
補
が
10
月
2
日
開
催
さ

れ
た
評
議
員
会
で
決
定
さ
れ
た
。そ
し
て

3
年
間
の
戦
い
が
始
ま
っ
た
。「
藤
井
も
と

ゆ
き
」氏
を
引
き
続
き
支
援
し
よ
う
！O

・
H

●
広
報
委
員

　
　
中
本
　
行
宣
、
生
出
　
泉
太
郎

　
　
渡
辺
　
　
徹
、
大
橋
　
　
均

　
　
根
本
ひ
ろ
美
、
大
澤
　
泰
輔

　
　
豊
見
　
　
敦
、
抜
井
　
留
理
子

編 集
後 記

きゆとも井藤 国 会 レ ポ ー トReport
も と ゆ き

　8月8日以降国会は閉会となっており、久しぶりに夏
休みを取ることが出来ましたが、8月の下旬にインド
ネシア、9月の中旬に西アフリカと、相次ぐ海外での仕
事をこなすことになりました。
　インドネシアには3日間の訪問でした。途上国の子
どもたちの命を救うため、予防接種へのアクセスを拡
大することを使命としているGAVIアライアンスとい
う世界同盟からの要請を受けての訪問です。視察の目
的は、インドネシアにおけるGAVIの活動を直に見る
ことと、同国が感染症対策の一環として、5種混合ワク
チン（破傷風・百日咳・ジフテリア・インフルエンザ菌b
型・B型肝炎）を導入することとなり、その記念式典に
出席することでした。式典への出席の前に、ワクチン製
造企業である「ビオファルマ社」を訪問し、日本の無償
資金協力によるポリオ、麻しんワクチンの製造施設等
を見学しました。式典は、西部ジャワ州知事、GAVI次
長等の祝辞に続き、保健大臣より州知事へ5種混合ワ
クチンが贈呈されました。

　西アフリカ訪問は10日間であり、技術協力、無償資
金協力等、我が国のODA活動の状況を視察し、今後の
より効果的なODA活動につなげようということを目
的とし、視察団の団長をつとめました。訪問したのは、
ガーナとブルキナファソで、周辺国が社会的に不安定
な状況にある中、両国は政治的・社会的にも安定を保っ
ている国です。
　ガーナに対しては、農業（稲作）、経済インフラ（電力、
運輸交通）、教育、行財政運営機能の強化の4分野を重
点として支援しています。約8箇所の支援事業の現場
や青年海外協力隊の活動状況等を視察しました。また、
ブルキナファソに対しては、農業、教育、西アフリカ経
済通貨同盟域内の統合促進に資する支援を行っていま
す。約5箇所の支援事業現場と青年海外協力隊の活動
状況等を視察しました。
　今回の視察が、日本と訪問国の友好関係の一層の発
展に少しでも寄与することを願っています。

インドネシアと西アフリカを訪問
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都
道
府
県
薬
剤
師
連
盟
主
催

若
手
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
報
告

東海（7月28日）

京滋奈（8月24・25日）

和歌山（8月24・25日）

新潟（9月7・8日）

　
平
成
25
年
10
月
2
日
（
水
）、
東
京
會
館

に
て
臨
時
評
議
員
会
が
行
わ
れ
た
後
、「
藤

井
も
と
ゆ
き
君
と
語
る
会
」
が
開
催
さ
れ
、

6
0
0
名
も
の
支
援
者
が
駆
け
つ
け
た
。
と

か
し
き
な
お
み
衆
議
院
議
員
の
司
会
で
進
行

さ
れ
、
発
起
人
代
表
で
あ
る
児
玉
孝
本
連
盟

会
長
及
び
来
賓
挨
拶
の
後
、
藤
井
基
之
議
員

本
人
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

　
会
場
に
駆
け
つ
け
た
あ
る
支
援
者
は
、
薬

剤
師
議
員
を
政
界
に
送
り
だ
す
こ
と
は
、
自

身
を
守
る
こ
と
に
な
る
、
藤
井
先
生
に
は
絶

対
再
選
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
を
述
べ

た
。

　
児
玉
会
長
は
、
臨
時
評
議
員
会
で
、
次
期

参
院
選
組
織
内
候
補
と
し
て
、
藤
井
議
員
を

支
援
し
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
た
こ
と
を
紹

介
し
た
。
藤
井
議
員
は
、
薬
剤
師
の
地
位
向

上
の
た
め
今
後
も
尽
力
し
て
い
き
た
い
、
と

述
べ
た
。

③「
藤
井
も
と
ゆ
き
君
と
語
る
会
」

　日本薬剤師連盟の皆様には平素よりご支援、ご指導賜り

まして、心から感謝申し上げます。特に、7月の参議院選挙

におきましては、並々ならぬご支援を賜り、衷心より謝意

を表します。

　10月15日より臨時国会が召集され、審議が始まってお

りますが、皆様のご支援により参議院のネジレ状態も解消

され、アベノミクス効果により経済も明るさを取り戻しつ

つあります。また、念願の2020年オリンピック・パラリン

ピックも東京開催が決まるなど、日本再生に向けて動きが

活発化しております。私も、引き続き総理大臣補佐官とし

ての役割、責任を果たしてまいる決意であります。

　さて、薬剤師の皆様に直接かかわる課題として、一般用

医薬品のインターネット販売の新たなルール作りの問題

が審議されており、また来年４月に調剤報酬改定等も控え

ております。国民の安全・安心が守られるよう、薬剤師の皆

様に十二分にその職能を発揮していただくために、松本先

生、藤井先生、渡嘉敷先生とともに、私も頑張らせていただ

きたいと存じます。

　去る6月、安倍内閣の戦略市場創造プランの一環として、

地域に密着した健康拠点として、薬局及び薬剤師の皆様に

積極的に活動していただくことが閣議決定され、来年度予

算案にも事業費を盛り込んでおります。少子高齢社会を健

康長寿社会とするため、薬剤師の皆様にはますますご活躍

いただきますよう、ご期待申し上げます。

　日本薬剤師会、日本薬剤師連盟の、一層のご発展をお祈

り申し上げます。

平成二十五年十月
内閣総理大臣　補佐官　衛藤晟一

〜ご挨拶〜
政治に関心を持とう！
学術大会ブースで
広報活動を展開

　９月１５日（日）・１６日（月・祝）、佐賀県において
九州山口薬学大会（参加者約３,０００名）が、９月
２２日（日）・２３日（月・祝）、大阪府において日本薬
剤師会学術大会（参加者約１５,０００名）が開催さ
れた。両大会において、本連盟はブースを設置し
ＰＲ活動を行った。
　ブースでは、本連盟の活動などをまとめた
動画を上映し、また、本連盟機関誌「ＰＯＷＥＲ」
２０１３年夏号や、チラシ「日本薬剤師連盟って
何？？」を配布した。チラシの裏面には「あなたに
質問」と題した医療・薬剤師に関わる１０の問題
が書かれており、ブースに立ち寄った大会参加
者は、難問（？）に熱心に取り組んだ。


